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I 最近の経済状況の新展開および

若干の新しい工業調査研究

エジプト経済の近代化過程は1952年の革命以来

困難に満れたものであ－，た。 1950年代におし、ても

農地改革やスエズ運河国有化が実施されたL,60 

年代には 5カ年計画さえも導入された。 1961年以

降推進された主要な経済政策は，（1）綿花輪出関係

企業のI]!有化，（2）アレキサンドリアの綿花先物市

場の閉鎖，（3)275社におよぶ重要企業の全面的な

いし部分的閏有化，（4）累進税の導入，公的個人所

得を年最高fiOOOエジプト・？に制限，（5）農地改革

の強化，（6）個人の株式所有を 1万エジプト・ゃに

制限，（7）工業会社の純利益の 25主；~を労働者へ還

元，労働者代表の経営陣への参加，週42時間労働

の導入or1 iなどであった。

これに対して， 1970年代には経済政策が大転換

し， 74年以後外資導入を目的とした門戸開放政

策，自由化政策が実施され，エジプト経済の近代

化は新しい次元を迎えるにいたった。

以上のように新展開を始めた経済状況を反映
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して，ヱジプト経済の分析を試みた若干の出版物

が会刊された。とれらはそれまで刊行された論文

および専門書とは違って，エジプト経済とくに工

業の内包する構造上の問題点を率直に指摘し，そ

の構造的欠陥の諸原因を模索するという顕著な特

徴をもっている。それらの著作は以下のとおりで

ある。

(1} Mabro, Robert, The Egyptian Economy 1952-

1972，オックスフォード， ClarendonPress, 1974 

年， 254ベージn

(21 Hansen, flent; Karim Nashashibi, ForetJ;n 

7’rade Regimes and Economic D尻町lop,nent;

Egypt，ニューヨーク， NationalBureau of Eco・ 

nomic Research, 1975年， 358ページ。

(31 Mabro, Rohert; Samir Radw’an, The Indus-

trialization of Egypt 19.19 1973: Policy and 

Performance，オックスフォード，ClarendonPress, 

1976年， 279ページ。

(4) Ikram, Khalid編， Egyρt: Economic Manage・

ment in a l’，－riod of Trw山tion(A World Bank 

Country Economic Report), ポルチモア， The

Johns Hopkins University 昨日ss, 1980年， 444ペ

ーー：／。

(1）は工業tこ関する問題点に対して深刻な検討が

かされているとは言えず，（2), (3), (4）にいたって

はじめてこれまで出版された類著書とは対照的に，

構造上の諸問題が別出されるようになった。ちな

みに（4）の工業問題を担当する執筆者は（1),(3）の著

者と同様R・マブロ（RobertMabro）である。それ

3ラ



Ⅱ　輸入代替工業の特徴

r, (2), (3), (4）の内容たるや生産景や輸出額の増減

ないし製r¥iの品円の多様化を指摘したのではな

く，これまでややタブー化されてきたヱジ7＂ト経

済の問題点とりわけ工業に内夜する欠陥をl舛健に

姐I二に載せ、われわれの蒙を砕くことに大いに寄

与している。

それでは，工業に関する構造上の諸問題とは何

であろうかのそれらは根本的には，（I）エゾデトにお

ける輸入代替工業が工業化開始以来短期的に成立

せず，長期にわたって輸入代特段階を継続し、そ

の完了を行な d ，ていないこと，（2）工業製品のコス

トが常に高いことの 2点に尽きるのその原肉は端

的に言えば生産諸要素の未整備にあるのであFろう

が，日ljの表現をすれば豊富低廉な労働力と先進国

から導入された高度な技術との結合に決定的な成

功を収めなか＇）たことにあると言えよう。以ド，

本稿を通じて，この｜司の輸入代替工業の問題点を

主として生産面にのみ限定して探索することにし

fこし、。

(IJ: 1 ) ,'I.fiddle East and Nor叫 Africa1981 

82, ロンドン， EuropaPublications, 1981＇下、 3-16ベ

ージ。

II 輸入代替工業の特徴

：諭入代替とは文字どおり工業化による生産の開

始によ d ，て，輸入品に対する需F要が同産品によ ・）

て代替される現象であるから，輸入代符工業への

石、手は一種の経済的ナショナリズムの出発点には

かならない。ただし，そこには若干の問題がある。

その問題左は，（I）翰入代替工業の成立にかなり長

期の時聞を必要とし，現在設立されている工業の

出発点をどこに置くかによって議入代梓に要する

期聞が異なってくるということ，（2）上記ナショナ
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リズムの内存がし、かなるものであるのか，（3）輸入

代替の発想、の原点がどこにあるのか，換言すれば

生産諸要素のどこにウヱイトが置かれていたのか

などであろう。

現｛r：設立されてヤる紡績，製哲夫，セメントなど

の法礎的消費財工業はいずれも19tH：紀末t.n、し20

jl上紀初頭に成立した。エジプトの民族資本である

ミスル・ゲルー7＂のミスル紡織会社の創立は 1920

年代である。 !:Ji己の各時点から現在（198；均一） ＇こし、

たるまで，つまり輸入代科工業が擁立するのに50

～州年近く経過しぐいるのである。現在l土製」，l1輪

Illの段階に到達している紡織業も工業部門におけ

る就業苛数および製品輸出額におし、ては第 l{立を

tiめてし、るものの，成長‘のエンジンとして工業｛1¥¥

pr］全体に影響をlj.え，主導的役割を来たしていとら

とは言い難いであろう。 11本の例と比較してち察

して見ると輸入代持工業の確立にはかなり長期の

時間を必要としているように思える。

第2の特徴は，輸入代替工業の成立イコール経

済的ナショナリズムないし生産上のナショナリズ

ムと考えても．その出発は外国資本によるもので

あった。 19世紀末なし、し201世紀初頭において民業

部門における資本蓄積には限度があった。支配層

である地主層が輸入代替工業に投資を行なわなか

ったし，綿花貿易に従事していた商人たちも外人

であったから，輸入代替工業の成立とは言っても

原料および労働力を国内から調達し．資本および

技術は外向から尊入するということだった。つま

り経済上のナショナリズムではあっても限界が最

初からあったわけである。さらに， 1920年代に地主

愚から資本調達を行ない，工業の確立に努力した

ミスル・グルーヅも，紡織業の拡大には外資を導

入した経緯がある。またエジプト iこは機械工業ら

しい工業が存在していないため，工業化の出発点



はもちろんのこと，現在においても好むと好まざ

るとにかかわ人ず，資本なレし技術トの制約を受

けている。

~Ll の特徴として，愉入代梓工業を成立せしめ

上うどする発：恨のJJ江／＿，正して｜斗内に原料が存在し

ているということがある。要するに，原料がある

か「p工業化L上うとし、うことなのであるσ 現在の

q，進国に見九れるように、盟店，低廉かっ教育水

準の高い労働力の供給が可能な段階lこ到達してい

る場介，原料輸入，製品化，輸出という工業の70ロ

セスが行なわれノている。 しかし， エジプトの場ft

の輸入代替εl土国内産！ポキ：｜を手Vii'，化するというこ

とに等しい。それはl司内産原料が安価で，労働力

も豊富かっ廉｛出lであるため安価なT.j!製品が生産

riJ能であるとし、う発想に繋がってし、0o しかし後

述するようにこの点に問題がないとは舌えなレ。

それでは， 1970年代末ないし同年代初頭におい

て工ジプトの輸入代脊化はいかなる段階に到達し

ているのであろうか。 その段階は、（I）繊維，靴，

食品，清涼飲料，煙草などの基礎的消費材の生産

を中心土し，（2）建築資材，肥料，化学製品，紙，

石油製品，宥干の金I叫などの必需中間財の製造が

行なわれーてし、る。 しかし，（3）機械類などを中心土

した資本財の生産が依然として小規模で、あり， 19

50年代末より開始された冷蔵庫，洗濯機などの耐

久消費財の組立てはい主だ重要な位尻を占めてい

ない（住いとし、う状況である。換言寸ればこの輸入

代替化過程は消費財中心の生産から， 必、雨中間財

のシ工アが明大し， さらに耐久消費財の組立てが

開始される(I¥むという者干の発肢を遂げている土

三って上い。 Lかしながら， R・マヅロも指摘Lて

いるように，耐久消費財の午産開始とはいえ、 寸--」

内生産額it多古nに達した止は言え寸，輸入代杯化

過程がfifj古宇から後？？へ移行しつつあるとは認め難

エジプト工業の構造的問題点

い。家者のヱジプト滞在中 (1971, 79年）観察し

たところでは， たとえば洗濯機は本来労働節約的

機器であるが，外資との合弁で生産を開始した洗

濯機（商標名 Ideal）などは品質， デザ、イン，価格

とも不ト分だし，豊富，低廉な労働力を前提とし

て成立している社会においての普及iこはかなりの

時間を必要とするものと思えた。 また同ーの合弁

企業で組立てられた冷蔵庫にも品質，価格などに

問題点があることは否定できず，生産量も小規模

である。

このi詞の輸入代替化過程は衣食住と関連する基

礎的消費財ないし中間財の生産が重要な位置を占

めていて， しかもその過程が長期に及んでいる。

その理由は，先にも若子述べたように， 工業の生

産面に限定してし、えば，生産諸要素が未整備であ

るからであり， そのうえ，相次ぐ戦争の連続で経

第 1図
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〈出所〉 Economic Review (Central Bank of Egypt），第19巻第 H手， 1979年， 42～4,1ページより作成。

済的，社会的水準が低下し国力が疲弊しているか

らにほかならないであろう。およそ工業生産に関

して全部の必要条件ではなくとも，部分的に必要

条件が存在していれば，輸入品全国産品に代替せ

しめようとする輸入代替の発想が生まれてくるの

も筆者には理解できる。しかし生産諸条件が整備

され，生産諸要素が質的に高く比較的短期間に輸

入代替を達成した後発先進国ないし中進国と比較

すれば，さまざまな条件が陸路になっている後進

同において輸入代替に多大の時聞を必要とするの

は無理からぬことである。

エジフ。トにおける工業の輸入代替化は生産諸要

素の未整備の状況下で長期間にわたって推進され

るため，日本などで比較的鑑期間に達成された輸

入代替→製品輸出という工業発展過程とは違って

いる。まして日本で論議されている工業の雁行形

態的発展は後発先進国ないし中進国における現象

土言えるのであって，エジプ卜の工業はこのよう

な明確，典型的な雁行形態的発展を遂げなかった。

現世，輸出段階に到達している紡織業といえども，

典型的な雁行形態的発肢を行なっているとは断言
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できなし、のではないのか。したがってエジプトに

おける輸入代替化過程は後発先進同ないし中進国

のそれとは異質の試行錯誤の連続とも言うべきも

のにならざるをえない。たとえばヱジプトの窒素

肥料の生産は農業部門の需要の増大に対応して，

圏内原料を利用し，順調に伸び，第 1図に見るよ

うに一見輸入代替が進捗しているように考えられ

る。しかし，1979年に中央銀行が発表した第1表の

統計は輸入量に関して全く次元の異なる厳しい数

字を示しており，製品の輸入代替化達成の過程は

なお遠いとの感触を与える。その最大の理由は国

躍窒素肥料の価格が輸入品の価格と比較してコス

トが高く，輸入品の方が国内謹製品よりはるかに

安価であるからに他ならない。なぜそのようにコ

ストに槌端な差が生じるのかと嘗えば，エジフ。ト

の窒素肥料工業が戦争（1967. 73年）による被害を

蒙ったという特殊事情もあるが，長期間にわたる

生産諸要素の未整備と規模の経済性の利益を受益

してヤないということもその原悶ではないかと推

測される。

(it 1〕 Ikram, Khalid編， Egypt: Economic 



Ⅲ　輸入代替工業の問題点

Management in a Period of Transition，ボルチモ

ア， TheJohns Hopkins University Press, 1980年，

234ページ。 煙／／（（立原料が国産ではなし、。また（3)fこ機

械類とあるが，それは輸送機器，自動車修理などであ

る。

(I七2）同 l：。

皿輸入代替工業の問題点

現段階は輸入代替を目的とした若干の工業が成

立してきており，国内用の基礎的消費財および中

間財の生産が可能になってきた。しかし1981年の

人口は約4300万人（注目と国内の市場規模としては

相当大きく，今後毎年 100万人ずつ人口増が続く

ものと考えられるので， 2000年には権実に60凹万

人以上の人口を有する，需要規模の大きい市場の

成立が予想されている。したがってこの急激な人

口増加に見合う設備投資および生産増加を行なう

ように努力しない限り，工業が外国製品に対する

輸入依存度を減少させ，輸入代替化を達成するこ

とは不可能である。エジプトの工業中，紡織業の

みが輸入代替化を完了し，製品輸出の段階に到達

している。しかし，この紡織業といえども，需要

増に適切な対処を怠れば，逆行の可能性もありう

るわけで，その輸入代替化過程は不可逆的ではな

いのである。ちなみにその輸出額は1975年におい

て輸出総額の2M＊，工業製品輸出額の 3分の 2を

占めている悦2）。これに対して輸入代替化過程の

途中にある工業は製糖，セメント，製紙，肥料，

鉄鋼，ゴムタイヤ，自動車組立て，家篭製品組立

てなどであろう。製紙から家電製品組立てにいた

る各種工業は創業以来の腫史も浅く，輸入依存度

は大きいが，製機業およびセメント業は l世紀近

くの腫史を有し，旺盛な幣婆に支えられて着実な

発展を遂げている。しかし建築ブームが鶴きた

エジプト工業の構造的問題点

り，砂糖需要の急激な伸びには対応できず，両工

業とも依然として輸入に依存せざるをえない場合

が多い。製糖業は年10～20万トンに及ぶ粗糖を輸入

している〈注3）。なお砂糖の年1人当り消費量は約

20拐に遣している（注4）。セメント業は大都市近郊

に良質の原料に恵まれ，年産300万九以上の生産

を行なっている。

それでは，これら輸入代替工業の欠陥ないし問

題点はなんであろうか。それは製品の生産が高コ

ストであって，廉価かっ品質優秀という競争力の

ある製品の製造を行なえず，輸入代替から輸出へ

転換しうる可能性をもった工業が少ないことと言

えるであろう。現時点においてこの国の工業発展

段階を率直に表現してみれば，若干の消費財ない

し中間財の製造技術をマスターできたという状態

であって，それらの製品が経済的にペイする可能

性を有する段階には若干の例外を除いて到達して

いないというのが偽らざる現実であろう。しかし

ここで指摘した製品が経済的にぺイするか苔かと

いう判断の基準は筆者もそれを実証するに足る資

料を持ち合わせてヤず推論の域を出ていなU、が，

ただ少なくとも次の諸点，すなわち（1）先進闘の規

模の経済性ないし高生産性を享受する企業の製品

のコストと比較して，国産の製品のコストは高

く，企業の利益が停滞ないし低下している，（2）国

産の製品は以上の理由で低収益であっても，国内

的にはぺイしている，（3）企業が製品価格を引上げ

たくとも，政策的に園内市場価格は低く抑制され

ているなどさまぎまな推察が成立しうる。しかし

エジプトにおいて工業に対する補助金は相当な額

に遣しているものと推定されるが，その実証は事

実上不可能であろう。と問時にこれも実証する資

料に乏しいが，間内工業を保護する関税陣盤もき

わめて高いものと努えられる。高コストの結果高
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関税を課して工業を保護したのか，それとも逆に

当初から高関税を設定しその結果国内生産が可能

となり，高コストが当然になったのか，繕者には

判断し難いが，現実に高関税が実施されていると

いう事実がある。さらに而関税の内w.を見てみる

と，繊維，皮革，アパレル産業，電気機械，ゴム，

輸送設備（以上の品目1959年）さらに綿糸（1969/70

年），鉄鋼（19臼／65年〉などに課せられている模様

である（註5）。

こ己で製品の高コストと直接的，間接的に関連

する諸原因を若干鐸索して見れば，それらは概略

以下のようなものになるであろう。

(1）原料費が高い。原料の採掘お上びi軍機条件な

どの米整備，品質の低位などのために原料費が国

捺価格の10倍に達していたり（欽銀総の場合）（注6), 

高価かつ高品質の長織維エジプト綿を｜斗内用の組

糸，粗布の製造に使用し，高級綿花から付加価値

の高い高級綿製品の生産が実現されていなu、（紡

織業の場合）（注7〕。その他製紙業も木材資源が欠如

し，木材以外の原料を投入しているため，原料費

が高くっし、ているものと推定されてし、る。さらに

部品輸入をしている自動車組立て工業も部品輸入

に限度があり，大量生産を行ないえずかっ一部部

品を国産で補充し生産していると推測され，高コ

ストで不成功の熔印を押されている〈注目）。

(2）設備穣動率が低い。その原因たるやさまざま

であろうが，紡織業および窒素肥料工業などが設

備の老朽化，スペアパーツの不足などで十分に稼

動していないなどの諸点を指摘しうる。

(i）紡績業における稼動率低下は主として長繊

維綿花を原料として使用している工場つまりマハ

ッラ・エル・クブラの之スyレ紡織会社をはじめと

するミスル・グループ。の緒企業において生じてい

たと推測される。その判断の根拠は長繊維綿花の
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価格変動が大きく，企業が製品価格の上昇期に大

きな利益を獲得できるため，禄苦手j率低下が一般に

予想されているほどマイナスではなかった憎むと

指摘されている事実があるからである。しかし

1”80年代になり綿花生産監の約sot.：が国内消費；こ

同される段階になり，稼動不の低下はコ λ トに影

響を与えるのではないか。

(ii）織物業においても設備の老朽化が顕著であ

れその維持，保全も不十分で，たとえば流綿糸

と精椛綿糸（ローマ一糸〉の混織の場合通常の損失

量は10～2ot；であるが，エジヅトのそれはさらに

8 {;i:も多ャという f注10）。

(iii）食品工業の場合，缶詰製造，酪農品工業，

製糖業などの業種は原料採取の季節性もあって年

聞を通算すると設備の稼動率が低い（注11〕。またこ

の業種は稼ま効率の上昇を M的として，原料輸入を

行なえば，もちろん購入時の原料価格にもよるけ

れど，運賃および倉庫料のためにコスト高になり

価格の増大を招くことになる。

(iv）近代的な窒素肥料工業といえども老朽設

備を抱えてし、る。もちろん戦争による被害も考慮

しなければならないが， 1966/67年におけるその

治在生産能力は21万5000窒素換算トンで， 76年lこは

27万2脱浴室素換算トンにまで上昇していたのに対し

て，実際の稼動率は各々76.3自＇，；， 61.0広で，低下

傾向を辿っている（注12）。

その他，稼動率の低下iこは，単に機械設備の老

桁化のみではなく，工場規模の不適切やミス設

計，部品不備をも含めての維持，保全の不足，さ

らに労働者の人的能力などの諸要因も重な q てく

るのであって．さまざまな要素を考えなければな

らないであろう。

(3) エジプトの工業全般にわたって過剰就業傾

向を帯びていて，労働生産性が低いこともその製



M1(1 ） コスト j~：j に景i型Eせざるをえな U、。 1%0斗ミft:；二

進行した重要企業の｜司有化とともに， 「生産上の

必要性を越えてJ（尚一13）大量の労働者を採用する京

用重視政策が実施されたο しかもそれは1970年代

さらに80年代の現段階におし、ても後遺症どしど企

業に影響を与え、工業；干l¥l'[Viサ＇Zf,:A 〉た＇）亡過乗 l]!c

労働力を抱え込むこと f’./cl），丁今業の労働生産性

は低下した。しかもし、サたん雇用した労働者は簡

単に解雇不可能であるかん，｜！日閣の解決は脊易で

はなu、。また最低賃金制もすでに確立されてお

り，賃余水準は全般にわたって低伎であ〆にごも，

就業者全体ではコストlニ有干の影響企与えない土

はいえないであんろ。

(4) 問題点の最後にやや円突のl惑を免れなL、H

れども，－：：：＿1成構法との関連で製，t1iのコストを考察

してみたし、。日本経済の成R・過程を検討 L （みる

時，大企業土中小企業が資本お上び雇用規慌にお

いて較差を形成し，そのうえ両者の問に賃金絡差

が存庄L，大企業が下請ないし資本系列ドの中，j、

企業を利用しなが九，相互に fl機的間連を維持

し，製品のコストの L｝／ーを吸収L安自Iiiか，）尚品質

の製品の生産を行な〆》ているような工業構造が成

立していた。 E ジプ｜、の場合，現在成立しつつあ

る大企業（十｜｜対的意味での）と中小企業との間に二二

電構造を形成しているのであろうか。結論から先

にいえば， ｜二；i己のような，意味ーで，高コストを吸収

する機能をも J Pた二虚構造はほとんど存花してレ

ないと忠、われる。大企業も小企業もたしかに作在

している。しかし両者は有機的関連をもちえず，

存在すれど相互に関連し機能し；｝っていない。

それでは， t ジ－：f トにおける中小企業の実態は

どのような状態なのであろうか。その実態調査は

皆無に等しいと忠、われ，たとえかなり詳細な調査

があうても入子不可能である。しかも， R・マブ

エジプト工業の俗造的問題点

rrも指摘している上うに小企業に関する情報が断

片的で信頼できるデータとはいえず惜14），以下の

指摘だけでは断定的な結論を差し控えねばなら

ず，これから述べることは推論的要素を多分に残

Lてレる。

まず、輸入代持過程における中小企業という前

提を考察する。中小企業は輸出期に見られるよう

な低賃金，労働集約的という比較優位を利用して

海外の日大市場へ繊維製品，雑貨類などを大量に

輸出するど L、う段階に到達していないので，その

発展tn、L分解は進行していないものと推n¥ljされ

る。したがって以下に述べる実態を先取りするこ

とになるかも知れないが，中小企業とはいっても

伝統的かっ小規模であり，日本でいう家内工業な

いし小企業であって，日本の中小企業とは次元を

異iこしていると考え九れる。

そこで，以下若干の紙数を中小企業に関する事

実の整理にあて，中小企業の実態を理解すること

に努めたい。 R・マブロの定義によると，就業者

数 1～ 9人までの企業を I職人的部門J(artisanal 

sector). 10～50人までの工業を「小企業J(small-

scale industry）と規定し併15¥ 1974年に「職人的

部門jへの就業者数は約33万人． f小企業jのそ

れは約7万人rn16）であったと言われている。しか

もそれらは「国内市場向けに広範問にわたる家庭

用1¥71の生産Jmmを行なっており，後述するよう

に若干の部門を除ャてそれらの構造的変化が発生

していない模様である。さじに地域的分布を見る

と，それらが大消費’地であるカイロおよびアレ寺

サンドリアに｛立置しているのは当然であり，とり

わけギが県を含む大カイロに集中しているよろで

ある。そのうえ， 1～ 9入の就業者数を有ーする企

業の97おが回定資産 1伺 Oヱジ ・fトバヒ以下であ

り，かっそれおの75t；：は回定資産 1附エジプト・
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Ⅳ　問題点克服の若干の可能性

や以下（1974年価格）で資本集約度は低い。それら

の業種たるや既製服，木工・家具，食品加工，エ

ンジニアリング・ i台余，繊維，製靴，皮革製品，

修繕作業などであり，ほぼスケール・メリヴ卜が

作用しなし、業種に限定されている位18＼これらの

企業はいわゆる家内工業ないし零細企業であっ

て，近代化されてお九ず，旧式の機械類を使用し，

経営も｜日態依然としており，労働者が劣悪な労働

条件下で雇用され，販路にも当然限度がある（性19)

止言われている。

しかし，筆者の推測の域を出るものではない

が，紡織業は最近20年間以上にわたって既存のし、

わゆるミスル系の大企業とは違った中小規模の企

業が相当数設立されてきており，それ九はミスル

系と同様繊維公団傘下に所属しているが，そこに

一種の企業階層を形成しているものと考えられ

る。またアパレJレ産業ないし縫製業はカイロ市内

においても相当数見人れるのであって，かれらの

聞に下請制が存在しているとは断定できないが，

将来，時官低廉な労働力と的確な技術を武器に圏

内需要の増大に対応するのみならず，海外へ製品

輸出を行な月輸出産業に成長してゆく可能性をも

有してし、る。現段階では，エジプトは日本の二重

構造と問様な工業構造をもっていないけれども，

そこにその前期的ともいうべき若干の始動が感ぜ

られるように思われるのである。

以上，輸入代替工業が生産する製品のコスト高

の原因を若干検討してきたわけであるが，これに

対してエジプトの輸入品は先進国ないし後進国の

比較優位に立つ製品で、あり，品質優秀，価格低廉

あるいは価格に比較して品質優秀である場合が多

ししかも電化学工業製品ともなれば，いわゆる

スケール. ） リットに則った製品である。現在エ

ジプトで生産されている重化学工業製品は生産開
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始以来歴史が浅く，経験不足であり，技術が一応

修得されたという水準であり，小規模かっ幼稚産

業の段階を脱却しておらず，先進国における生産

性の高い大規模な工業とは比肩しえない。それで

はこれら輸入代梓工業は全く発展性がないのをあ

ろうかの

(/I・1) [l木の人nがf 内規模に:flJ;y I t.二年i.l JH99 

(IVJ f,;:l3）年ごあり，鋭治l)Jj人には1926（昭和 l) !j 

にな司たの

(it 2) lkram，前掲書‘ 241ベージ勺

( ;J :l）同l.'l 192ベジ。本書でit年約10hト／

と記されているが，ややデータが古いと思われる L,

精製糖の輸入とあるが，通常は軒I糖の輸入であり，も

L’H’i：とすれlf緊急かつ例外的な輸入て払る。

((t 4) 伺 k。この消費量は83年現不正ならばともか

く，データで把揮する限りではややオーバーである。

(ii 5〕 向上，11 271～273ベージ。関税に隠する以

新ハヂータは入手不可能のように思われる。しかし，

これら合いデータも最近にいたるまで変更されている

とは！日えなL、。

(il6) 向 I:;!; 258ベージ。

(/1:7〕 同上智 235～236, 258ページ。

ふts）同 i二苫お8ベ－ ;:o 

れI.9) 同L；可 256ベージ。

(/1::10) 同上望書 257ベージ。

(ii 11) 向上弐 256ベージ。

れI'12) Economic Review (Central Bank of 

Egypt），第19巻第 1号， 1979年， 34～35ページ。

Ci!'占 13〕 Ikram，前掲書， 267ベ一九

(/114）向上九 246ベジ。

（注15) 同上。

01:16) 向上番 248ページ。

(il 17）同仁i; 247ベジ。

(1主18〕 同とぷ 246～248ページ。

Ci主19〕 同k禽 268ベージ。

W 問題点克服の若干の可能性

すでに述べたように，これら輸入代替過程にあ

る諸工業はさまざまな問髄点を抱えている。生産．



される製品はコスト高であり，高関税によ勺て保

護され，補助金が支給されているというのが現状

であろう。しかしそれら諸工業の中で低コストで

明確な競争力を有する製品を牛一産している工業は

紡績業（細糸‘阪細糸のみ），製糖業， -t-バン卜業，

肥料T業（とくに燐両者肥料、 しかし’字表肥料にf'li:Iする

競争力の＇11)',i：は諭r;にtりイ；ー致）である（/I I lの すで

に指摘したように，｜斗産の原料を入手できるとい

うことと，それによ叶て必ず侃コストの製品がとt

産可能であるということとは別問題であるが，経

済発展の初期的段階において，q産の原料入手の可

能性が工業化の着手を存易に Lたことも確実であ

るO これら諸工業はし、ずれも同内で原料の入手が

可能で，相当長期にわたふ生庄の経験をtfしてい

る。どくに紡結業および燐酸肥料仁業はその製吊1

を輸出している。

まず，紡績業は経験左実績を早宮に綴み，｜司産

の長繊維綿花を使用した綱II糸および械細糸は競争

力を十分に備えぐいる。とはいえ， 1960年代を通

じて，大量の綿糸の輸出先は主としてゾ連および

東欧闘に限定され，そこには「市場が安全で，安

定しており，一層高価にJCiUl輸出できるといろ

メリットがあった。東欧市場における細糸および

極細糸の価格は｜西欧市場の約2倍であるCil:3＼し

かしこれらの製品を阿欧市場の要求する品質およ

び規格へ対応させることを忌避したため(/E4），てr_

ジプトの紡績業は生産方法および生産性を改善す

ることが不可能であった。今後西欧の要求する品

質および規格に什致した製il"nを生産できれば，エ

ジプト綿を原料とした極細糸が卜分競争力を有

し，製品輸出を増大せしめることは有摂であ乃

つ。

燐階肥料工業も国内で原料が採掘でき，製品は

若干輸！日されているが， i司際価格ど比較して割高

エジプト工業の構造的問題点

第2表燐酸肥料の生産量および輸出状況

年 生産景｜生産額｜輸出量｜翰出鋭
(1,000トン） （与？

怖1訓

3,104.9 24.0 246 
1966 :J(l1.9 :l,336.0 38.0 :l64 
1967 J4:l. 6 2i'l9 
1968 '."l62. 2 :1,706.4 29.7 252 
1969 :182.8 4,270.0 :l9. l ,l52 

1970 4:12.9 4,606.0 9:3. 0 785 
1971 520.4 5,603.:l 78.7 627 
1972 561. 7 6,'.307.0 117.2 907 
197:l 456. 7 5,'.i78.0 59. 5 54:l 
1974 499.0 6,364.0 32.6 250 

1975 551.:l 7,104.0 ; 26.9 437 
1976 490.0 6,581.0 :u.2 :,21 
1977 508.6: 8,048.0 2'.l.4 245 
197府 494.2 i 8,807.0 25.2 177 

(/11/折！ ,f,11,cと！日jl：。

第3表砂糖生産および輸出入状況

輸！I¥ I輸入

年｜／叫（輸出足｜だよ想J布団 I－~吋
（トン） ！（ト，，.） I ¥7＂ト.＇／；ン＇； （トシ） 1プト.1J’1 

19711 63'.l,2661 I I I 
19721 604,3821 I i 
197:JI 633,5131 I I 
19741 576,927146,5槌， 9,:ioo I 116,9971 26,346 
19751 533,61840,393i 14,155 I 16<入8841 41,292 
19761 575,64439,2531 10,0併） I 170,474! 24,872 

(Ill所） Economic Rn•if>τu (Central Bank of Egypt), 

第17を第 1,2号. 1977年， 22ページ，第 19巻第 1

号. 1979年‘ 19ページ。

で，若干出血輸出の様相を呈しているO ハムラワ

インでもルーマニアの援助で燐鉱石の採掘が開始

されるという情報（注むがあるが，第2表のデーヲ

から判断すると新規事業が開始されたとは考えら

れないし， 10億トンに及ぶ埋蔵量があると推定され

るアブ・タルトウル鉱山悦6）も低品位のため，事

業が延期ないし中止された模様であるO 現在燐酸

肥料の輸出が行なわれているとはいえ司それを取

巻く経済的環境は厳しい。

さらに，製糖業は上ヱジデトの甘蒸から砂糖生

産を行なっている他iこ，ハ 17ンディーヤの精精工
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場の稼証言j率および同内の需要を！？：註Lて，粗糖を

10～20万ト〉ぐらい輸入し，精製糖を若干輸出して

いる状況が続いている。商品市場の価格動！占Hこ左

右されるため・概には断日‘できないが，第：1；去の

－，：＇ータか「》判断すると，価格的には斡入事Hと国産

拡ff止のlilliこは極端な問さがないkうに推測される r

アスワン・ハイ・ダム竣工後，水供給の増加と安

定が可能となり，作付面積およひ、土地生産性が明

大する 11J能性t.,~J>:, るので，今後砂糖生産量は着実

に 1－：昇傾向を辿るものと ｝JJ,われる。なお，ギルガ

にIf産 77isooo1，の精製能力をイ干すと3精糖工場一方、

建設の予定である（／17 Jの

最後に，午産技術は修持したが，製品。）コスト

が向いため価格が，.. ~－；く，輸出が不可能で発展が阻

止されている輸入代替工業としては紡績（太一斉手

糸），鉄鋼，窒素肥料などがあげじれる。これら諸

工業の製品価格は国際f,rri絡よりはるかに高い。そ

の理由は多々あるであろうが， i直ちに指摘しうる

ことは原料出，｛tl技術水準などの他に，生産規純

が小さく，外JJ,Iの大規膜な諸工場で、大量生産され

る製r【I，土比較する土，製l日： 1l削立当りのゴストが

ifliくつか5ゐを1＼十なし、からである。

それでft，いかにしてこれム諸工業は製！日1のコ

スト削減の努力を行なっているのであろろか。

まず，紡広葉は国内用の太番手糸ないし織布iこ

対して高価な同産長繊維綿花の使用を避け．ア〆J

リカ産の短繊維綿花の本格的総入を開始した。さ

らに合繊Eの混紡を意図し，ポリヱヂレンの導入

を行なうため， 1978年にイタリアのモンテヂィソ

ン社と協定を締結し， 3億50〔）（）万！’／lにのぼる工現

の設立が了f定されている(II_8）。その他，老朽設保i

の更新を口 r'(Jとし，いわゆるスクラ、ソプ・アンド・

ピルド方:i:tによって，アレキサンドリアのナシコ

ナル紡織会社のTJ）~新設が実施される予定であ
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る(It9 l。これはごTてジヅトの工業史上画期的なこと

と考えられる。たしかにヱジプトの紡絞業のコス

トを想定してみるに，原料費と労賃の比率はかつ

ての日本紡績業の発展期に見られたように圧倒的

に原料費に傾斜していると考えられヲ労働力の安

frl日な時期に高品質の原料lこ高い付加価値を付け

て，輸出することを日的とすべきであろうの

つぎに，鉄鋼業をて製品コストが高く比較優位

が欠如しているという点では例外ではなヤ。それ

ではそれに対していかなる克続方法が検討されて

いるのであろうか。以下次の諸点が指摘しうる。

(1）輸送距離の短縮。原料の鉄鉱石が遠距離にある

アスワンから運搬されるのではなくて，へIV17ン

製鉄所に近いパハ ＇） ア・オアシスからの鉄鉱石の

輸送が検討されている（性10）。（2）生産能力の増強。

1982年まで、に生産能力を年産 200万トンに引i二げる

ため＇／ Ullかつ1959年当時 1トンの鉄鋼生産iこ12oott

のコークスが必要であったのに対して， 1963～64

{fーには 16的苅を投入せねばならず CiU2），燃費’節

約を企図Lて修復が行なわれている模践である

けu:i，ヲさムにそれに関連してアヅ・ガラデ、ケから

天然ガスをヘルワンまでヲiL、てくることが計！珂さ

れている併14）。いずれにせよこれらの措二置はヱジ

アト最初の本格的製鉄所の高コストを克服する試

みに他ならない。（3）新製鉄所の建設。ヘルワン製

鉄所の現状は輸入代替過程がしばしば忌避できな

し、赤字生産期間ともいうべき状態であり＇ ；！去礎的

技術を修得する一種の先行投資的な教育期間のよ

うなものである。しかし鉄鉱石の低品位を考慮す

ると赤字を好転せしめるのは困難であるとも考え

られ，雇用j長，操業率が利潤最大を追求している

段階とは違／，た過程を辿っている。このように輸

入代替過程における赤字累積の原因が資源、ないし

i京1斗それ自千字のi布コストにあるという j訪台はコて



トを中心に据えた全然異韓の経済的発想、が必要な

のである。現在，一層低コストの製品を生産する

製鉄所の建設計画が構想され，アレキサンドリア

近郊のエッ・ディケィラにア／・キールから噴出

する天然ガスを利用してオyが惇｜のH本鋼管，神戸

製鋼，東洋綿花などの手によって還元鉄，棒鋼を

製造する製鉄所の建設が予定されている（注目〕。

最後に，窒素肥料の生産は主要会社のエン・ナ

スル肥料化学工業会社のスエズ工場が戦争で被害

を受けたため，低下していた。しかし同社は発想、

の転換を行ない，ナイル・デルタのゲ yレノ、に工場

を移転し，付近のアブ・ 7 アヂ、イからの天然ガス

を利用して，年57万トンの尿素生産をよ十両してい

る（注16＼同じく 1960年にヘルワンに設立されたエ

ン・ナスyレコークス基礎化学製品会社はコークス

製造から発生するガスを使用して窒素肥料の生産

を行なってし、るが，こ三にも天然ガスを引し、て，

コストの引下げを計画しているOU7）。

以上，輸入代替過程による若干の工業を考察し

てきたが，輸入代替工業はその生産技術の習熟の

みならず，そのコストを削減すべく，生産諸要素

の米整備の改善にとどまらず，発想、の思いきった

校本的な転換が要請されている。そして工業は発

展の基礎としての一層高い利益を享受すべきでは

ないのか。

エジプト工業の構造的問題点

（注 1) lkram，前掲怠 258～259ベージ。

（注 2) Hansen, Bent; Karim Nashashibi, F01・－

eign Trade Regimes and ErnJ10111ic I），’rclof,ment: 

I~，ょ）＇j•t, t ーヨ－ 7 , Nation,d Bure礼リ of Eco-

nomie Research, 1975年， 214ヘーン。

（υ：l) lkr却し前掲;t}, 2酌へー＇＂ o

( il 1 ) 1 .. J上。

（佳5) Middle East and North 1lf rica 1.978 

79, 302ページ。

Cit 6〕 同上。

(Lt 7〕 MiddleEast and North ./l.frica 1981-

82, :l42ページ。なお，この報道は精幡工場ではなく

こ製約仁場J,,t｛りではないかという f,i＇.、がある G

(ii 8 ) 1 .. J上書 344ベージ。

(, I. 9) ,,,U: JJ: 34:lベー ν「

( ,T 10) llansen; Nashashilii, 1i1i jlj ,';, 297ぺ←シ。

(d:11) Afiddle East and No1叫 clfriιa 1981-

82, 342ベーン。

(it:12〕 Hansen; r、lashashibi, iliJ 掲~. 293ページ υ

(iU:1) Quarte，か Eιonomic Review: Egyj>t 

(1981年第 2季）， 8ベージ。

（υ14）」UiddleE,由，tandλ7υrt/, . ¥.fri, a 1981 

討：！， :M,l・、ジ。

（いl!'i) Quarterly Eιonomi, lむ’vii・＂＇： Egypt; 

(1981 •I :f 4季）， 14ベージ。

(;i 1引 ，＇＼fiddleEast and North ,¥ji・i《U 1981-

82, 34,lベ－ >' 0 

Utl 7) Economiι・ Revie,v (Central Bank of 

Egypt），第19巻第 1,;-, 1979年， 36ページ。
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